
平成21年10月15日号／月2回　1日・15日発行／編集発行：成田市役所企画政策部広報課　〒286-8585 千葉県成田市花崎町760番地　電話22-1111（大代表）
広報なりたは再生紙を使用しています。

平成21年10月15日号 No.1157 成田市のホームページ http://www.city.narita.chiba.jp

 編 集 後 記  

成田市役所本庁舎
（行政棟、議会棟、消
防本部、成田消防署）
はISO14001の認証
登録を受けています。

　中央公民館が昭和54年にオープンしたときに、2階に大きな図書室ができ
ました。公民館に勤務していた私は、本の貸し出しや移動図書館の運営に携
わることになりました。もちろんコンピュータなどありませんから購入した
本の整理はすべて手作業！大変でした。中央公民館の駅側の駐車場は、かつ
て赤坂公民館があった場所。その中に市民課分室や視聴覚サービスセンター
が入っていて、図書館のオープンを機にそれぞれ移動しました。それから25
年。当時を知る人も役所の中では少なくなってきました…。

　

二
人
が
初
め
て
ペ
ア
を
組
ん
だ
の
は
高
校

2
年
の
秋
。
県
新
人
戦
に
出
場
す
る
と
、
い

き
な
り
優
勝
を
勝
ち
取
っ
た
。
ポ
ジ
シ
ョ
ン

は
、
ネ
ッ
ト
際
の
前
衛
が
矢
島
さ
ん
で
、
後

衛
が
沢
田
さ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
相
方
を
「
相
手

の
心
理
を
読
む
駆
け
引
き
上
手
。
ポ
ジ
シ
ョ

ニ
ン
グ
は
絶
妙
で
し
た
よ
」（
沢
田
さ
ん
）、

「
と
に
か
く
粘
り
の
タ
イ
プ
。
よ
く
足
が
動

き
ま
し
た
ね
」（
矢
島
さ
ん
）と
評
価
す
る
。

　

小
学
校
か
ら
同
級
生
。
中
学
・
高
校
で
は
、

軟
式
庭
球
部
で
汗
を
流
す
ラ
イ
バ
ル
だ
っ
た
。

ペ
ア
を
組
む
直
前
の
東
日
本
大
会
で
は
準
々

決
勝
で
互
い
の
組
が
激
突
、
接
戦
を
演
じ
、

相
手
の
力
を
十
分
に
知
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

実
力
を
認
め
合
う
二
人
が
掲
げ
た
目
標
は

「
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・
国
体
出
場
」
。
人
一
倍

練
習
に
打
ち
込
み
、
日
が
暮
れ
て
コ
ー
ト
が

使
え
な
く
な
っ
て
も
素
振
り
や
走
り
込
み
で

夜
遅
く
ま
で
体
力
づ
く
り
。
二
人
の
頑
張
り

に
期
待
を
寄
せ
た
卒
業
生
も
駆
け
付
け
、
熱

心
に
指
導
し
て
く
れ
た
。
練
習
を
終
え
、
空

を
見
上
げ
る
と
そ
こ
に
は
輝
く
星
が
。「
明

日
も
天
気
だ
。
テ
ニ
ス
が
で
き
る
ぞ
」
。
帰

り
道
に
は
、
1
つ
15
円
の
ジ
ャ
ム
パ
ン
を
分

け
合
い
な
が
ら
テ
ニ
ス
へ
の
思
い
を
語
り

合
っ
た
。

　

社
会
人
や
大
学
生
が
出
場
す
る
県
大
会
も

制
す
る
な
ど
、
技
術
面
・
精
神
面
と
も
に
磨

き
が
か
か
っ
た
3
年
の
夏
、
念
願
だ
っ
た
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
。「
行
き
先
が
同
じ
伊

勢
な
ら
テ
ニ
ス
で
行
け
ば
い
い
」
と
修
学
旅

行
を
見
合
わ
せ
て
ま
で
優
先
し
た
目
標
だ
け

に
喜
び
は
一
際
大
き
か
っ
た
が
、
本
戦
は
体

調
を
崩
し
2
回
戦
で
敗
退
。
悔
し
さ
の
一
方
、

「
次
は
国
体
だ
」
と
固
く
誓
い
合
っ
た
。

　

そ
し
て
迎
え
た
国
体
予
選
。
県
大
会
を
優

勝
で
飾
り
、
準
優
勝
ペ
ア
と
共
に
「
千
葉
県

選
抜
」
と
し
て
関
東
大
会
に
臨
ん
だ
。
国
体

出
場
を
か
け
1
都
7
県
の
代
表
が
争
う
こ
の

大
会
で
、
千
葉
県
チ
ー
ム
は
全
勝
。
矢
島
・

沢
田
組
は
最
高
殊
勲
賞
に
輝
き
、
国
体
開
催

地
・
富
山
へ
と
乗
り
込
ん
だ
。

　
「
共
に
流
し
た
汗
と
涙
の
分
だ
け
、
相
手

の
性
格
、
長
所
や
短
所
を
熟
知
で
き
た
。
そ

れ
が
個
々
の
力
を
伸
ば
す
こ
と
に
つ
な
が
っ

た
ん
だ
と
思
い
ま
す
」

　

そ
の
後
の
テ
ニ
ス
人
生
の
原
点
と
も
い
え

る
出
会
い
か
ら
50
年
。
互
い
へ
の
感
謝
の
思

い
は
今
で
も
変
わ
ら
な
い
。

国
体
の
記
憶
●13

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
く
れ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
広
報
課（
☎
20
‐
1
5
0
3
）へ
。

富山国体・高岡会場で（左から2人
目が矢島さん、4人目が沢田さん）

共
に
流
し
た
汗
と
涙

矢島 紀昭さん（馬橋・左）

沢田 喜信さん（加良部・右）
成田高校軟式庭球（ソフトテニス）部OB。
ペアを組んでいた3年時、第13回富山国
体（昭和33年）に出場、ベスト8進出。そ
の9年後、再びペアを組む機会に恵まれ、
埼玉国体（昭和42年）にも出場した。矢
島さんは現在、市ソフトテニス連盟会長
を務める

アルバムを広げ、懐かしそうに当時を振り返る二人


